
の
一
人
暮

ら
し
の
高

齢
者
や

80
歳
以

上
の
高
齢

世
帯
、
ほ

か
に
も
支
援
が
必
要
な
方
を

訪
問
し
、
見
守
り
や
声
か
け

を
行
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
い
配

食
や
敬
老
祝
い
金
の
お
届
け
、

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
、

学
校
、
保
育
園
、
児
童
セ
ン

知りたい！ 地域のあれこれ ④ 民生児童委員ってどんな人？
鎌田地区では、誰もが安心して暮らすことができるよう、民生委員・児童委員、
主任児童委員が様々な活動をしています。どんな活動をしているのか聞きました。

野
菜
を
栽
培
し
食
材
と
し
て
い
る

▼
先
ず
は
畑
の
土
づ
く
り
。
生
ご

み
は
コ
ン
ポ
ス
ト
で
完
熟
堆
肥
と

し
て
、
落
ち
葉
、
藁
く
ず
と
混
ぜ

て
畑
の
土
に
戻
す
。
大
敵
は
雑
草

だ
。
半
月
ほ
ど
何
も
し
な
い
と
一

面
が
草
で
覆
わ
れ
る
。
対
策
は
雑

草
が
小
さ
な
う
ち
に
抜
き
取
る
こ

と
。
こ
れ
が
最
も
面
倒
だ
が
、
草

が
繁
殖
し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い

る
▼
無
農
薬
栽
培
を
心
が
け
て
い

る
が
、
害
虫
対
策
が
や
っ
か
い
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
て
ん
と
う
虫
だ
ま

し
、
キ
ャ
ベ
ツ
類
は
青
虫
が
取
り

付
き
、
葉
っ
ぱ
を
食
い
荒
ら
す
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
駆
除
は
難
し
い
。

不
思
議
に
レ
タ
ス
や
ネ
ギ
類
に
は

害
虫
が
取
り
付
か
な
い
▼
毎
朝
、

野
菜
の
育
ち
具
合
の
観
察
と
同
時

に
害
虫
駆
除
す
る
が
、
青
虫
は
葉

っ
ぱ
と
同
色
な
の
で
見
落
と
す
こ

と
が
多
い
。
ト
マ
ト
、
ナ
ス
類
は

連
作
障
害
が
発
生
す
る
。
毎
年
作

付
け
場
所
を
変
え
る
こ
と
は
狭
い

畑
で
は
難
し
い
が
、
あ
り
が
た
い

こ
と
に
接つ
ぎ

木き

苗な
え

に
よ
り
連
作
障
害

を
気
に
し
な
く
て
も
良
く
な
っ
た
。

今
年
も
色
々
の
野
菜
を
育
て
美
味

し
く
い
た
だ
き
た
い
。

　

野
菜
づ
く
り
の
シ
ー

ズ
ン
と
な
っ
て
き
た
。

庭
の
片
隅
に
10
坪
ほ
ど

の
畑
が
あ
り
、
大
根
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・

葉
物
類
な
ど
多
種
類
の

雑感

A 
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
の

身
近
な
相
談
に
応
じ
、
援
助

や
行
政
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

橋
渡
し
を
す
る
活
動
の
ほ
か
、

子
ど
も
、
妊
産
婦
、
母
子
家

庭
に
関
す
る
相
談
支
援
や
情

報
提
供
な
ど
子
ど
も
を
育
て

る
取
り
組
み
、
児
童
虐
待
防

止
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
75
歳
以
上

タ
ー
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
、

福
祉
や
防
災
に
関
す
る
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

A 

鎌
田
地
区
全
体
に
わ
た

り
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と

を
専
門
的
に
担
当
し
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
家

庭
の
訪
問
や
支
援
、

中
高
生
の
居
場
所

づ
く
り
、
松
本
児

童
園
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
子
育

て
に
関
す
る
支
援

を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

A 

１
期
３
年
で
す（
再
任
可
）

A 

主
任
児
童
委
員
２
人
を

含
め
31
人
で
す
。

A 

個
人
情
報
を
適
切
に
取

り
扱
う
こ
と
は
「
基
本
的
人

権
の
尊
重
」
に
か
か
わ
る
こ

と
で
す
。
家
族
に
対
し
て
も

情
報
を
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
･
児
童
委
員
は

何
を
し
て
い
る
の

Q

主
任
児
童
委
員
は

何
を
し
て
い
る
の

Q

個
人
情
報
は

守
ら
れ
て
い
る
の

Q
鎌
田
地
区
に
委
員
は

何
人
い
る
の

Q
任
期
は
ど
の
く
ら
い

Q

・ 一人暮らしの高齢者
・ 高齢世帯
・ 障がい者がいる世帯
・ 妊産婦がいる世帯
・ 子どもがいる世帯
・ 母子、父子家庭
・ その他、
 支援が必要な世帯

世帯状況の把握

相談・支援

情報提供

鎌田地区
民生委員・児童委員協議会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

・ 市町村
・ 社会福祉協議会
・ 地域包括
 支援センター
・ 医療機関
・ 学校
・ 児童センター
・ 保育所 など

関連機関
担当区域（各町会）

連携
協力

連携
協力

月に１回の定例会では福祉制度の勉強や情報交換を行っている

鎌田地区民生委員・児童委員協議会

会長  牛山 喜
よ し

嗣
つ ぐ

さん
（72歳･笹部町会）

地域福祉を支える一員として
課題を受け止める力をつけたいかまだびと

キラリ

6

民生児童委員3期目で、会
長として鎌田地区31人の
委員のまとめ役。民生委
員が見守り活動のなかで
直面する課題は多岐にわ
たっており、その解決に向
けては、「毎月の定例会の
充実が大切。研修や委員
同士の情報交換で得た学
びを日常の活動に活かして
いきたい」と話す。

（
松
本
捷
幸
）
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世帯数

20,039人
+311人）
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笹部町会の皆さんが第２分科会に
参加した市民に活動を発表

　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
２
月

11
日
、
両
島
の
伝
統
行
事
「
お

八よ
う
　
か日
念
仏
と
足あ

し

半な
か

」
が
３
年
ぶ
り

に
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
足
半
草
履
は
町

内
の
北
と
南
の
境
に
掲
げ
ま
し
た

が
、
北
境
の
草
履
は
昔
の
場
所
に

戻
し
ま
し
た
。
案
内
板
も
新
し
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
見
学
し

て
く
だ
さ
い
。

両島の足半草履

「お八日念仏と足半」は
国の選択無形民俗文化財

　

令
和
４
年
度
の
「
未
来
へ
つ
な

ぐ
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
の
集
い
」

が
２
月
19
日
に
M
ウ
イ
ン
グ
を
主

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
地
域
づ
く
り
に
携
わ
る
職

員
、
町
会
役
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
生

な
ど
多
数
の
市
民
が
参
加
し
、
課

題
の
多
い
地
域
社
会
の
今
後
の
あ

り
方
を
熱
心
に
討
議
し
ま
し
た
。

　

第
２
分
科
会
は
、
子
ど
も
が
主

体
と
な
る
伝
統
行
事
の
継
承
が

テ
ー
マ
と
な
り
、
笹
部
町
会
が
活

動
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
く
危
機

意
識
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、

６
年
生
が
参
加
す
る
「
青
山
様
・

ぼ
ん
ぼ
ん
の
伝
承
会
」
を
開
催
、
児

童
会
新
聞
を
作
成
し
町
内
全
戸
に

伝
統
行
事
の
意
義
を
伝
え
ま
し
た
。

　

住
宅
地
で
行
う
「
三
九
郎
」
は
、

火
災
へ
の
不
安
感
の
払
し
ょ
く
や

松
飾
り
の
集
め
方
の
工
夫
な
ど
、

町
会
の
丁
寧
な
対
応
に
よ
り
問
題

な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
伝
統
行
事
を
行
う
意
味
を
学

　鎌田地区公民館文化委員会主催の郷土料理
講座が始まりました。
　初回のテーマは長野県民にはお馴染みの「お
やき」。講師は文岳堂（高宮町会）から藤井絹子
さんをお迎えし、２月１日と３月１日に開催しました。
　生地の作り方や具材の包み方のポイント、蒸
した後にフライパンで両面に焦げ目をつけること
などを教えてもらい、美味しそうなおやきが完
成しました。参加者からは「意外と簡単にできた。
家でも作ってみたい」と感想が寄せられました。
　今後も参加者のアンケートを基に、長野県の
郷土料理を作っていく予定です。

講
師
の
手
元
を
見
な
が
ら

お
や
き
を
作
る
参
加
者
た
ち

郷土料理講座がスタート!郷土料理講座がスタート!

　

高
宮
町
公
民
館
は
昭
和
43
年

に
新
築
さ
れ
、
町
会
や
地
域
住

民
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
ま
た

災
害
時
の
避
難
場
所
や
集
団
検

診
、
各
種
選
挙
の
投
票
所
な
ど
、

必
要
不
可
欠
な
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

築
後
50
年
以
上
経
過
し
た
建

物
は
老
朽
化
が
進
み
、
平
成
23
年

の
松
本
地
震
で
は
外
壁
に
亀
裂
が

入
る
な
ど
耐
震
上
に
も
問
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
に
「
公

民
館
建
設
準
備
委
員
会
」
を
設
立

し
、
種
々
の
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

講
堂
耐
震
診
断
の
結
果
を
受

け
、
令
和
3
年
に
改
修
内
容
、
予

算
の
検
討
を
行
い
、
令
和
4
年
に

改
修
工
事
を
着
手
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
完
成
し
た
工
事
の
概
要

は
、
鉄
骨
柱
は
流
用
し
、
耐
震
対

策
と
し
て
地
中
梁
と
基
礎
の
増
し

打
ち
、
筋
交
い
の
増
強
な
ど
を
実

施
。
既
設
ス
テ
ー
ジ
の
撤
去
、
壁

や
床
の
張
り
替
え
、
屋
根
や
壁
の

防
水
加
工
塗
装
、
照
明
の
L
E
D

化
も
行
い
、
会
議
や
避
難
所
、
ス

ポ
ー
ツ
の
練
習
会
場
と
し
て
利
用

し
や
す
い
、
明
る
い
講
堂
に
改
修

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
約
3
9
0
0
万
円

で
、
積
立
金
と
市
補
助
金
を
充
当

し
て
い
ま
す
。

　

改
修
さ
れ
た
講
堂
は
、
さ
っ
そ

く
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
卓
球
、

空
手
教
室
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
岩
井
町
会
長
は
、「
公
民
館

は
町
会
の
リ
ビ
ン
グ
。
リ
フ
ォ
ー

ム
さ
れ
た
公
民
館
に
町
民
が
集
ま

り
談
笑
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

街かどの話題街かどの話題 152 152
新
し
く
な
っ
た
講
堂
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を

楽
し
む
高
宮
町
会
の
皆
さ
ん

高宮町公民館の高宮町公民館の
講堂がリニューアル講堂がリニューアル

鎌
田
地
区
が
地
域
づ
く
り
活
動
の
成
果
を
発
表

ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
三
九
郎
で

は
積
極
的
に
喜
ん
で
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
４
分
科
会
「
顔
が
見
え
る
関

係
づ
く
り
～
気
軽
に
使
え
る
町
内

公
民
館
」
の
事
例
発
表
で
は
、
鎌

田
地
区
公
民
館
主
事
の
川
西
さ
ん

が
、
町
内
公
民
館
と
連
携
し
た
地

区
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
の
出
前
講
座

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

常
に
、
住
民
の
住
み
よ
い
豊
か

な
生
活
を
願
っ
て
努
力
さ
れ
て
い

る
鎌
田
地
区
の
活
動
が
、
多
く
の

地
域
の
参
考
と
な
っ
た
こ
と
は
大

変
誇
ら
し
い
こ
と
で
し
た
。
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